
宇
都
宮
市
に
お
い
て
は
、
ラ
イ
ト
ラ

イ
ン
を
基
軸
と
し
た
公
共
交
通
と
一
体

と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
沿
っ
た
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
（
以
下
「
Ｎ
Ｃ

Ｃ
」
と
い
う
）
形
成
を
め
ざ
し
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
、
公
共
交
通
「
ラ
イ
ト

ラ
イ
ン
」
（
左
の
写
真
）
の
整
備
が
行

わ
れ
て
き
た
。
い
わ
ゆ
る
路
面
電
車
の

最
新
型
で
低
床
式
車
両
。
一
編
成
で
約

１
６
０
人
を
運
ぶ
。
同
時
に
市
内
一
律

５
０
０
円
で
、
バ
ス
路
線
、
地
域
内
交

通
（
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
）
と
の
連
携

を
め
ざ
し
て
い
る
。

ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
沿
線
で
は
人
口
の
増

加
や
地
価
の
上
昇
な
ど
効
果
が
あ
る
と

し
て
い
る
が
、
「
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
」
に

つ
い
て
は
、
当
初
か
ら
反
対
の
声
が
多

か
っ
た
。
「
大
通
り
を
塞
い
で
自
動
車

交
通
の
邪
魔
に
な
る
」
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入

で
路
線
バ
ス
か
ら
の
乗
り
換
え
を
強
い

ら
れ
、
不
便
に
な
る
」
「
４
０
０
億
円

も
の
巨
費
を
投
じ
て
運
行
し
て
も
採
算

が
合
う
は
ず
が
な
い
」
な
ど
の
理
由
で

反
対
運
動
ま
で
起
き
て
い
た
。

ま
た
、
安
全
性
、
事
業
費
の
大
幅
増

額
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
「
ラ
イ

ト
ラ
イ
ン
」
の
延
長
計
画
も
あ
る
が
、

市
民
の
意
見
が
十
分
に
聞
か
れ
て
い
る

の
か
懸
念
さ
れ
る
。
市
内
中
心
部
以
外

で
の
地
域
内
交
通
は
、
現
状
で
は
運
行

台
数
が
少
な
く
厳
密
に
は
公
共
交
通
と

は
言
え
な
い
。
「
誰
も
が
行
き
た
い
と

こ
ろ
に
行
き
た
い
と
き
に
行
け
る
」
基

本
的
人
権
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
交
通
権
」

に
基
づ
く
、
真
の
公
共
交
通
に
ア
ッ
プ

グ
レ
ー
ド
が
望
ま
れ
る
。

「
Ｎ
Ｃ
Ｃ
」
を
め
ざ
す
方
向
や
理
念

は
わ
か
る
が
、
稲
沢
市
に
は
当
て
は
ま

ら
な
い
。
財
政
的
に
多
額
の
市
民
の
税

金
を
費
や
す
べ
き
事
業
な
の
か
、
大
い

に
疑
問
で
あ
る
。

た
だ
し
、
都
市
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

に
つ
い
て
、
魚
の
骨
に
た
と
え
、
ラ
イ

ト
ラ
イ
ン
を
背
骨
に
し
、
こ
れ
に
バ
ス

や
地
域
内
交
通
を
小
骨
の
よ
う
に
繋
げ

る
「
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、

「
太
い
線
に
面
を
繋
げ
る
」
と
い
う
点

は
参
考
に
な
る
。

さ
い
た
ま
市
の
消
防
団
充
実
強
化
計

画
（
２
０
２
２
年
４
月
改
定
）
は
、
消

防
団
の
特
性
で
あ
る
「
地
域
密
着
性
」
、

「
要
因
動
員
力
」
、
「
即
時
対
応
力
」

を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
組
織
体
制
の
見

直
し
や
行
政
区
の
規
模
に
応
じ
た
消
防

団
消
防
力
の
確
保
に
向
け
て
、
地
域
住

民
と
消
防
団
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
充

実
強
化
し
て
い
く
も
の
と
し
て
い
る
。

「
消
防
団
組
織
及
び
体
制
の
強
化
」
、

「
消
防
団
活
動
能
力
の
向
上
」
、
「
消

防
団
員
の
確
保
」
の
３
点
を
明
確
に
し
、

そ
の
も
と
に
施
設
整
備
や
車
両
の
配
備
、

教
育
訓
練
の
強
化
、
地
域
と
の
連
携
強

化
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

消
防
団
の
現
状
は
、
さ
い
た
ま
市
内

に
６
６
分
団
１
２
１
０
人
。
男
女
別
で

は
、
男
性
１
１
０
３
人
、
女
性
１
０
７

人
と
な
っ
て
お
り
、
約
８
・
８
％
が
女

性
で
あ
る
。
団
員
数
は
若
干
下
が
っ
て

き
て
は
い
る
が
、
女
性
団
員
数
及
び
比

率
は
「
右
肩
上
が
り
」
と
な
っ
て
い
る
。

消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て
、
参
加
し

や
す
い
環
境
を
つ
く
り
、
①
昼
間
消
防

団
消
防
力
の
確
保
、
②
休
団
制
度
の
導

入
、
③
女
性
や
学
生
の
入
団
促
進
、
④

事
業
所
と
の
連
携
を
あ
げ
て
い
る
。
処

遇
改
善
・
広
報
活
動
等
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。

具
体
的
取
り
組
み
で
は
、
施
設
や
車

両
の
更
新
、
資
機
材
の
整
備
、
消
防
支

援
ア
プ
リ
の
導
入
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、

団
員
確
保
の
た
め
に
Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
成

や
報
酬
額
等
の
改
定
を
行
っ
て
い
る
。

稲
沢
市
と
の
比
較
で
は
、
人
口
で
１

０
倍
、
面
積
で
２
・
７
倍
の
さ
い
た
ま

市
の
場
合
、
一
消
防
団
あ
た
り
単
純
平

均
で
３
・
３
ｋ
㎡
。
稲
沢
市
は
１
１
の

消
防
団
で
７
・
２
ｋ
㎡
で
あ
る
。
東
南

海
大
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
稲
沢
市
消
防
団
の

充
実
強
化
は
、
今
後
い
っ
そ
う
求
め
ら

れ
て
い
る
。
日
本
共
産
党
は
、
右
の
囲

み
の
と
お
り
、
人
材
確
保
と
体
制
の
充

実
を
政
策
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
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日本共産党稲沢市委員会の活動を紹介します。

くらしの相談は

曽我部博隆 0587-97-6105

服部としお 090-8676-1927

URL:http://inazawa-jcp.jcpweb.net

１
月
２
２
～
２
３
日
、
稲
沢
市
議
会
総
務
委
員
会
の
行
政
視
察
に
、
服

部
俊
夫
市
議
が
参
加
し
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
に
つ
い
て
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
に
お
い
て
「
消
防
団

の
充
実
強
化
計
画
」
を
調
査
・
視
察
し
ま
し
た
。

宇
都
宮
市
・
さ
い
た
ま
市
の
行
政
視
察

「
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
」
を
中
心
と
し
た
都
市
づ
く
り
、
費
用
は
莫
大

団
員
確
保
の
Ｐ
Ｒ
動
画

報
酬
額
等
の
改
定
も

さ
い
た
ま
市
の
消
防
団

女
性
団
員
１
０
７
人
、
学
生
の
入
団
も
促
進

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
含
め

市
内
一
律
５
０
０
円
め
ざ
す

巨
額
の
４
０
０
億
円

当
初
か
ら
反
対
の
声

◇日本共産党の2024年総選挙政策
住民の命、暮らし最優先に、災害に強い社会と国土

をつくります。

―地方自治体の職員、消防団・職員など、発災時に最

前線で被災者支援に携わるだけでなく日常の防災対策

を担う地方自治体の人材確保をすすめます。

◇日本共産党の2026年総選挙政策
―防災対策を担う地方自治体などの人材確保と体制の

充実をはかります。

稲
沢
の
３
倍
の
面
積
に

６
６
の
消
防
団


